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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】平成30年12月27日(2018.12.27)

【公開番号】特開2017-103695(P2017-103695A)
【公開日】平成29年6月8日(2017.6.8)
【年通号数】公開・登録公報2017-021
【出願番号】特願2015-237208(P2015-237208)
【国際特許分類】
   Ｈ０４Ｎ   9/04     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   5/232    (2006.01)
   Ｇ０６Ｔ   1/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０４Ｎ    9/04     　　　Ｂ
   Ｈ０４Ｎ    5/232    　　　Ｚ
   Ｇ０６Ｔ    1/00     ５１０　

【手続補正書】
【提出日】平成30年11月14日(2018.11.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　共通の被写体を含む画角が異なる複数の画像データを用いて、合成画像データを生成す
るための画像処理装置であって、
　前記複数の画像データから、第１の画像データを基準画像データとして、前記第１の画
像データよりも画角が狭い第２の画像データを補正対象画像データとして選択する選択手
段と、
　前記補正対象画像データを複数の領域に分割する分割手段と、
　前記補正対象画像データを分割して得られた領域毎に、前記基準画像データにおける対
応領域との色合わせを行う色合わせ手段と、
　前記色合わせ後の前記補正対象画像データを前記基準画像データに合成して、前記合成
画像データを生成する合成手段と
　を有し、
　前記色合わせ手段は、
　前記補正対象画像データの領域毎の補正値を、当該領域の画素値の平均が当該領域に対
応する前記対応領域の画素値の平均と等しくなるように算出する補正値算出手段と、
　前記補正値を基に前記補正対象画像データを補正する補正手段と
　を有することを特徴とする画像処理装置。
【請求項２】
　前記補正値は、前記領域の画素値の平均と前記対応領域の画素値の平均との差分である
ことを特徴とする請求項１に記載の画像処理装置。
【請求項３】
　前記補正値は、前記領域の画素値の平均に対する前記対応領域の画素値の平均の割合で
あることを特徴とする請求項１に記載の画像処理装置。
【請求項４】
　前記色合わせ手段は、前記補正値算出手段で算出した補正値を、隣接領域間の補正値の
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差が小さくなるように整形する整形手段をさらに有し、
　前記補正手段は、前記整形手段で整形した補正値を基に、前記補正対象画像データを補
正することを特徴とする請求項１乃至３のいずれか１項に記載の画像処理装置。
【請求項５】
　前記基準画像データに対する前記補正対象画像データの視差量を画素毎に算出する視差
量算出手段と、
　前記領域における前記視差量の平均値を基に、前記対応領域を算出する対応領域算出手
段と
　をさらに有することを特徴とする請求項１乃至４のいずれか１項に記載の画像処理装置
。
【請求項６】
　前記分割手段は、前記視差量算出手段の視差量算出における誤差を基に決定されたサイ
ズで、前記補正対象画像データを分割することを特徴とする請求項５に記載の画像処理装
置。
【請求項７】
　前記第１の画像データは広角画像データであり、前記第２の画像データは望遠画像デー
タであることを特徴とする請求項１乃至６のいずれか１項に記載の画像処理装置。
【請求項８】
　前記選択手段は、前記合成画像データを２回目の画像合成における基準画像データとし
て、前記第２の画像データよりも画角が狭い第３の画像データを前記２回目の画像合成に
おける補正対象画像データとして選択することを特徴とする請求項１乃至６のいずれか１
項に記載の画像処理装置。
【請求項９】
　前記第１の画像データは広角画像データであり、前記第２の画像データは標準画角の画
像データであり、前記第３の画像データは望遠画像データであることを特徴とする請求項
８に記載の画像処理装置。
【請求項１０】
　前記画素値は輝度値であることを特徴とする請求項１乃至９のいずれか１項に記載の画
像処理装置。
【請求項１１】
　前記複数の画像データは、画角の異なる撮像部によって前記共通の被写体を同時に撮像
した撮像画像データであることを特徴とする請求項１乃至１０のいずれか１項に記載の画
像処理装置。
【請求項１２】
　共通の被写体を含む画角が異なる複数の画像データを用いて、合成画像データを生成す
るための画像処理方法であって、
　前記複数の画像データから、第１の画像データを基準画像データとして、前記第１の画
像データよりも画角が狭い第２の画像データを補正対象画像データとして選択する選択工
程と、
　前記補正対象画像データを複数の領域に分割する分割工程と、
　前記補正対象画像データを分割して得られた領域毎に、前記基準画像データにおける対
応領域との色合わせを行う色合わせ工程と、
　前記色合わせ後の前記補正対象画像データを前記基準画像データに合成して、前記合成
画像データを生成する合成工程と
　を含み、
　前記色合わせ工程は、
　前記補正対象画像データの領域毎の補正値を、当該領域の画素値の平均が当該領域に対
応する前記対応領域の画素値の平均と等しくなるように算出する補正値算出工程と、
　前記補正値を基に前記補正対象画像データを補正する補正工程と
　を含むことを特徴とする画像処理方法。
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【請求項１３】
　コンピュータを、請求項１乃至１１のいずれか１項に記載の画像処理装置として機能さ
せるためのプログラム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　本発明に係る画像処理装置は、共通の被写体を含む画角が異なる複数の画像データを用
いて、合成画像データを生成するための画像処理装置であって、前記複数の画像データか
ら、第１の画像データを基準画像データとして、前記第１の画像データよりも画角が狭い
第２の画像データを補正対象画像データとして選択する選択手段と、前記補正対象画像デ
ータを複数の領域に分割する分割手段と、前記補正対象画像データを分割して得られた領
域毎に、前記基準画像データにおける対応領域との色合わせを行う色合わせ手段と、前記
色合わせ後の前記補正対象画像データを前記基準画像データに合成して、前記合成画像デ
ータを生成する合成手段とを有し、前記色合わせ手段は、前記補正対象画像データの領域
毎の補正値を、当該領域の画素値の平均が当該領域に対応する前記対応領域の画素値の平
均と等しくなるように算出する補正値算出手段と、前記補正値を基に前記補正対象画像デ
ータを補正する補正手段とを有することを特徴とする。
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